
 

成
年
後
見
と
は

　
普
段
は
あ
ま
り
耳
に
す
る
こ
と
が
な

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
実
は
私
た
ち

の
誰
も
が
、
将
来
自
分
の
こ
と
と
し
て

関
わ
る
可
能
性
が
あ
る
制
度
で
す
。

　
こ
の
制
度
は
、
認
知
症
や
知
的
障
が

い
そ
の
他
の
精
神
上
の
障
が
い
が
あ
る

こ
と
が
理
由
で
、
判
断
能
力
が
不
十
分

な
人
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

　
若
く
て
健
康
な
人
は
「
自
分
と
は
あ

ま
り
関
係
な
い
」
と
思
わ
れ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
事
故
や
病
気
に
よ
る
精

神
上
の
障
が
い
や
、
若
年
性
の
認
知
症

な
ど
、
年
齢
や
現
在
の
健
康
状
態
に
関

係
な
く
「
自
分
ご
と
」
と
し
て
向
き
合

う
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
判
断
能
力
が
不
十
分
な
状
態
に
な
る

と
、
不
動
産
や
預
貯
金
な
ど
の
財
産
を

管
理
し
た
り
、
介
護
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス

や
施
設
へ
の
入
所
な
ど
、
契
約
を
結
ん

だ
り
す
る
必
要
が
あ
っ
て
も
、
自
分
自

身
で
こ
れ
ら
の
こ
と
を
行
う
こ
と
が
難

し
く
な
り
ま
す
。

　
本
人
に
と
っ
て
不
利
益
な
契
約
を
し

いつまでも住みなれた地域で暮らし続けるため、
皆さんの財産・権利を守るお手伝いをします

ふ
じ
み
野
市 

成
年
後
見
セ
ン
タ
ー

　
ふ
じ
み
野
市
社
会
福
祉
協
議
会
大
井
支
所

内
に
開
設
し
て
い
ま
す
。
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て
し
ま
う
こ
と
を
防
ぐ
な
ど
、
権
利
を

保
護
し
、
支
援
す
る
の
が
成
年
後
見
制

度
で
す
。

 

セ
ン
タ
ー
の
役
割

　
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
い
た
だ
く
こ
と

で
、
皆
さ
ん
の
不
安
を
安
心
に
変
え
る

サ
ポ
ー
ト
を
し
ま
す
。
例
え
ば
、

①
一
人
暮
ら
し
を
し
て
い
る
が
、
将
来

認
知
症
や
病
気
に
な
っ
た
ら
ど
う
し

よ
う

②
親
に
認
知
症
の
症
状
が
あ
り
、
悪
質

商
法
の
被
害
に
あ
っ
た
ら
ど
う
し
よ

う
③
最
近
、
自
分
の
お
金
や
財
産
の
管
理

が
お
ぼ
つ
か
な
く
な
っ
て
き
た

な
ど
の
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

　
相
談
内
容
を
し
っ
か
り
伺
い
、
そ
の

内
容
に
よ
っ
て
は
、
市
や
社
会
福
祉
協

議
会
な
ど
が
扱
う
各
種
の
支
援
制
度
も

ご
案
内
し
ま
す
。
成
年
後
見
制
度
の
相

談
に
限
ら
ず
、
皆
さ
ん
の
不
安
を
一
つ

で
も
安
心
に
変
え
ら
れ
る
体
制
を
整
え

て
、
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
認
知
症
や
知
的
障
が
い
そ
の
他

の
精
神
上
の
障
が
い
が
あ
る
こ
と

が
理
由
で
、
判
断
能
力
が
低
下
し

た
場
合
、
家
庭
裁
判
所
で
手
続
き

を
行
い
、支
援
し
て
く
れ
る
人（
後

見
人
な
ど
）
を
決
め
る
制
度
。
成

年
後
見
人
等
は
、
本
人
に
代
わ
っ

て
財
産
管
理
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
利

用
の
契
約
な
ど
を
行
う
こ
と
が
で

き
、
本
人
の
権
利
や
財
産
を
守
る

た
め
の
活
動
を
行
い
ま
す
。

法
定
後
見
制
度

　
将
来
に
備
え
て
、
自
ら
後
見
人

を
選
ん
で
お
く
こ
と
が
で
き
る
制

度
で
す
。
物
事
の
判
断
が
で
き
る

う
ち
に
、
あ
ら
か
じ
め
自
分
が
選

ん
だ
代
理
人
に
財
産
管
理
を
お
願

い
す
る
契
約
を
結
び
、
判
断
能
力

が
低
下
し
た
と
き
に
支
援
を
開
始

し
ま
す
。

任
意
後
見
制
度
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容

　
電
話
や
窓
口
で
、
成
年
後
見
制
度

の
利
用
に
関
す
る
相
談
や
手
続
き
な

ど
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

※
専
門
職
相
談
は
、
要
予
約
。

●
相
談
・
支
援
（
無
料
）

　
高
齢
者
や
障
が
い
者
な
ど
を
地
域

で
見
守
り
支
え
る
「
市
民
後
見
人
」

を
養
成
し
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
活
動

を
支
援
し
ま
す
。

※
市
民
後
見
人
養
成
講
座
は
、
開
催

が
決
ま
り
次
第
、
市
報
や
社
会
福
祉

協
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

●
市
民
後
見
人
の
養
成
・
支
援

　

親
族
な
ど
、
後
見
人
の
な
り
手

が
い
な
い
場
合
、
社
会
福
祉
協
議
会

と
し
て
成
年
後
見
人
を
お
受
け
し
ま

す
。
な
お
、
成
年
後
見
人
の
決
定
は

家
庭
裁
判
所
が
行
い
ま
す
。

●
法
人
後
見
の
受
任

　
制
度
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く

た
め
に
、
専
門
家
に
よ
る
講
演
会
な

ど
を
開
催
し
ま
す
。

※
開
催
が
決
ま
り
次
第
、
市
報
や
社

会
福
祉
協
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

●
成
年
後
見
制
度
の
広
報・啓
発

　
４
月
１
日
、
ふ
じ
み
野
市
成
年
後
見
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
ま
し
た
。

　

成
年
後
見
制
度
に
つ
い
て
気
軽
に
相
談
で
き
る
場
所
と
し
て
、
市
社
会

福
祉
協
議
会
に
委
託
し
、
社
会
福
祉
協
議
会
大
井
支
所
内
（
大
井
総
合
福

祉
セ
ン
タ
ー
４
階
）
で
業
務
を
開
始
し
ま
す
。

問合せ・相談　 049･266･1981

　成年後見というと法律用語のよ
うな響きがあって「難しいもの」

「制度を利用するにはすごくお金
がかかるもの」と思っている人も
いるかもしれません。
　相談は無料で、成年後見制度以

外に私たちができる支援も提案で
きます。
　今相談すべきかどうか判断に迷
うこともあるかもしれませんが、
まずはお電話による相談だけでも
ぜひご利用ください。

親が一人暮らし
で将来が不安…

お金の管理が
心配…

親族はみんな
遠方にいる…

将来、認知症
になったら…

悪質商法に騙され
たらどうしよう…

　
成
年
後
見
制
度
に
は
２
種
類
あ

り
ま
す
。

成年後成年後見セ見センターンター   オープン 

成年後成年後見見
相談したら、
安心できた。

種
類

成
年
後
見
制
度
の

Q A
&

財産の管理は、親族など、身
内の人がしていけばよいので
は？

Q

将来、自分が認知症になった
りして、自分のことが判断で
きなくなったときのことが心
配です。

Q

預金の名義人が認知症になると、親族であっても預
金の引き出しが認められないことがあります。成年
後見人をあらかじめ定めて、支援を開始していれば、
管理や手続きがスムーズになります。なお、親族が
成年後見人に選任されることもあります。

A

物事の判断ができる間に、あらかじめ自分で代理人
を選んでおくことができます。元気なときから成年
後見制度について知っておくことが大切です。
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